
ヤ
ジ

ユ
ウ
ロ
ウ

蘭
十
郎

珠
洲
郡
上
山
の
内
の

小
子
。

ヤ
シ
マ
ゴ
ン
ザ
ヱ
モ
ン
八
島
纏
左
衛
門

前
凶

利
協
の
時
御
射
手
と
な
っ
て
、
知
行
百
石

・
弓
料
五

十
石
荷
受
け
、
一
%
級
一
兆
年
授
。

子
田
町
相
綴
い
で
滞
に

仕
へ
る
。

ヤ
シ
マ
ゼ
ン
ザ
エ

モ

ン

矢

島
菩
左
衛

門

父

泊

左
衛
門
は
津
間
勘
兵
衛
の
奥
カ
で
あ
っ
た
。
語
左
衛

門
、
覚、
一永
十
九
年
前

m光
高
に
仕
へ
て
御
異
風
と
な

旬
、
知
行
百
二
十
石

・
異
風
料
三
十
石
を
受
け
、
斑

治
元
年
波
。
子
孫
MWに

m裂
す
る
。

ヤ
シ
7
h
m
メ

ツ

グ

八
島
第
次

辺
都
牢
版
。
初

訟
は
重
隆
・銘
廿
航
。
射
手
組
の
士
総
左
衛
門
の
ご
男
。

平
保
二
J
1
年
新
た
に
百
石
を
山
間
は
旬
、
定
蒋
馬
組
組

に
班
し
て
能
車
問
加
代
官
に
任
じ
、
岱
賂
十
三
年
四
月

什
六
日
七
十
六
践
を
以
て
夜
。
局
次
は
抑
制
術
に
抽
糊
塗

し
て
一
流
を
録
し
た
。

ヤ
シ
マ
h
m
メ

ノ

リ

八
島
震
何時

辺
倒
軒
金
十
郎

・

金
政
。
牢
政
お
次
の
孫
。
天
明
二
年
新
諮
、
ャー年
金

谷
御
近
管
番
加
人
と
な
り
、
六
年
四
月
間
門
、
七
年

抗
月
御
到
、
党
政
七
年
新
番
小
…
閥
、
文
化
十
三
年
組

外
に
列
し
、
一
寸
丸
御
前
式
御
用
建
に
進
み
、
次
い

で
政
抗
十
石
を
加
へ
て
二
百
石
を
領
し
、
文
政
入
年

十
且
致
仕
し
て
一
刀
と
糾
し
、料
十
人
扶
持
を
受
け
、

九
年
八
月
朔
日
夜
し
た
。
鑓
矩
は
品
も
創
術
を
能
〈

す
ろ
や
-
以
て
知
ら
れ
た
。

ヤ
シ
マ
ハ
ン
ザ
エ
モ
ン

矢
島
判
左
衛
門

貸
氷

四
年
父
俄
右
衛
門
の
也
知
五
十
石
を
磁

F
、
定
番
御

町内
姐
に
列
し
、
平
和
二
年
玉
十
石
を
加
へ
、
文
化
十

一
4
三
月
残
し
た
。

ヤ
シ
マ
ヤ
ジ
ナ
イ
矢
島
禰
次
内

前
凶
利
家
に

仕
へ
て
二
百
五
十
石
を
領
し
た
。

子
路
滞
に
附
裂
す

"令。

ヤ
ス
イ

野
隆

倍
。
ヤ
ス
エ
ウ
ヂ
安
江
氏

源
平
時
間
製
把
出
氷
二
年

に
、官
接
が
外
戚
の
酬
明
安
江
一
一
郎
同
日
一
品
の
名
が
あ
り
、

臨
涼
粁
日
録
良
品開
一
一
年
八
月
四
日
に
安
江
庄
内
安
江

八
郎
左
衛
門
人
遺
跡
と
見
え
、
辺
機
記
長
平
二
年
同

結
城
討
死
の
内
に
安
江
揃
太
郎

・
安
江
二
郎
、
切
阪

の
中
に
安
江
利
衆
が
あ
る
。

何
れ
も
石
川
州
安
江
に

関
係
の
あ
る
人
で
巴
一
ゐ
ら
号
。

ヤ
ス
ヱ
キ
マ
チ

安
江
木
町

金
制
仰
の
泊
町
名
。

元
職
九
年
の
地
子
附
肝
山
、
裁
許
附
に
、
『
安
江
木
川
・

六
枚
附
』
と
紘
せ
ら
れ
る
。
此
の
町
名
段
、
元
利
二

年
十
一

月
街
々
緋
山
内
設
定
告
に
宮
阪
口
の
木
削
と
純

せ
て
あ
る
か
ら
、
士口
い
町
名
で
、
今
の
町
九
州
・
白

鋭
川
へ
か
け
郁
ベ
て
安
江
木
川
と
呼
ん
だ
ら
し
い
。

口
碑
に
、
苦
安
江
村
の
村
訴
が
今
の
安
江
川
の
附
近

に
在
っ
た
頃
は
、
安
江
木
刊
の
地
は
上
安
江
村
の
地

内
で
、
{
呂
阪
か
ら
迎
詮
せ
ら
れ
る
材
木
を
取
扱
ふ
尚

人
が
多
く
陪
た
と
。

ヤ
ス
エ
ゴ
ウ
安
江
郷
石
捕
前
枇
所
阪
の
流
氷

八
年
氏
子
地
制
に
、
金
持
安
田
町
・安
江
木
川
訟
を
、

品
川
月
郷
小
名
は
安
江
の
郷
と
も
い
ふ
と
し
て
ゐ
る
。

ヤ
ス
エ
シ
ョ
ウ
安
江
庄

石
川
部
に
在
っ
た
。

陛
涼
粁
目
録
長
職
二
年
八
月
四
日
の
僚
に
、『
市
制
徳

雲
院
内
間
以
諾
軒
不
知
行
、
加
到
凶
一
古
々

、
同
凶
安
江

庄
内
安
江
八
郎
左
衛
門
人
道
跡
、
成
正
二
年
九
月
掛

津
守
抑
領
云
々
0
』
な
ど
L
見
え
る
o
安
江
庄
は
安
江

郷
と
も
安
江
保
と
も
い
ふ
の
と
同
じ
聞
で
あ
ら
う
。

後
問
上
安
江
村

・
下
安
江
村
と
あ
る
も
の
は
、
こ
れ

の
治
で
あ
る
が
、
位
世
を
時
間
じ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。

ヤ
ス
エ
ジ
ン
ジ
ヤ
安
江
紳
枕

金
制
伸
鍛
治
阿
に

鎮
座
す
る
。
式
内
等
笛
匙
記
に、
『安
江
入
脈
耐
枇
。
絞

月
庄
安
江
村
銀
座
。
一
位
枇
也
。
』
と
見
え
る
。
枇
記
に

ヤ
シ
ー
ー
ヤ
ス

4
ム
l
ク
リ

ヨ
ウ

プ

無
得
良

石
川
郡
安
江
郷
八
慨
宮
は
朱
龍
夫
ur-天
阿
国
二
年
河
内

凶
器
凶
よ
れ，
抑
制
、
一

設
に
悶
融
天
皇
点
元
中
湖町制

と
も
い
は
れ
る
o
部
会
天
長
安
元
二
年
郷
侍
安
江
次

郎
椛
一
両
之
を
再
興
し
た
o
滋
時
上
安
江
村
今
の
下
淀

川
の
・守
し
ろ
深
見
郎
の
地
に
枇
協
が
あ
っ
た
が
、
後

鍛
冶
削
に
帥
判
じ
た
と
記
す
る
が
、
そ
の
創
立
に
闘
す

る
所
体
は
確
立
と
も
思
は
れ
ぬ
。
本
祉
を
俗
に
鍛
冶

入
附
と
い
ろ
た
。
宋
祉
に
古
川
良
大
則
前

・
凶
宮
間
郡
山古

罰
則
雨
副
が
あ
る
。
制
主
は
惇
見
氏
。

ヤ
ス
エ
ス
ミ
ヨ
シ
ジ
ン
シ
ヤ
{
宮
江
住
吉
紳
枇

石
川
部
下
安
江
に
鎮
座
す
る
o
枇
記
に
、
紳
泊
四
年
制

約
し
、
安
元
巾
郷
侍
安
打
一
一
郎
椛
高
之
官
再
興
し
た

が
、
そ
の
後
永
一
止
三
年
一
校
辿
飢
の
際
一
旦
退
嚇
し

た
o
こ
の
地
に
槻
の
老
紛
が
あ
っ
た
錦
、
大
木
の
宮

と
も
い
う
た
が
、
見
永
十
四
五
年
の
頃
枯
れ
、

そ
の

木
口
は
一
丈
二
尺
あ
っ
た
と
記
す
る
o
榊
組
の
創
建

と
す
る
は
械
が
な
い
で
あ
ら
う
。

ヤ
ス
エ
チ
ョ
ウ

安
江
町

金
制
悼
の
川
名
。
金
洲
町

立
創
の
頃
は
、
後
の
袋
町
設
か
ら
安
江
川
に
か
け
て

上
安
田
村
の
村
山
肘
.
か
あ
っ
た
が
、
そ
れ
や
凡
市
外
に
移

し
た
跡
に
建
て
た
町
で
み
る
と
い
ふ
。

ヤ
ス

エ
ホ
安
江
保

石

川

郡
に
在
っ
た
。
後
法

興
院
政
家
記
文
明
十
八
年
八
月
廿
四
日

の
僚
に
、

『家
門
領
加
州
安
江
保
郎
、
一自姓
致
緩
怠
聞
、E
巾
武
家

事
中
部
今
日
到
来。
』
父
後
法
成
寺
向
辺
公
記
永
正
五
年

五
且
十
日
の
僚
に
、『白
州
従
安
江
保
有
似
放
、
年
賀

可
致
直
結
之
附
巾
之。
』
な
ど
L
見
え
る
。

ヤ
ス
エ
ヤ
イ
ソ
ハ
チ
安
江
患
豆
十
八

文
政
の

末
か
ら
春
日
山
阿
部
の
陶
工
と
な
旬
、
文
大
槌
焼
を
大

槌
沢
代
勘
兵
衛
に
製
ん
だ
。
一
丸
十
八
の
子
太
兵
衛
そ

の
後
荷
受
け
、
明
治
以
降
安
問
氏
を
目
し
た
。

ヤ
ス
エ
ヤ
リ
エ
モ
ン
安
江
屋
理
右
衛
門
代
々

恐
右
衛
門
と
都
し
、初
は
金
都
新
取
町
に
在
っ
た
が
、

ヤ
ス
ク
ニ

雰

囲

加

賀

の
刀
工
。
加
州
住
議
凶

文
政
八
年
な
ど
L
切
る
。
務
一
中
の
一
族
む
あ
ら
号
か
。

ヤ
ス
ザ
ダ

泰
定

加
到
の
刀
工
。
二
代
七
郎
袋

平
の
二
子
。
文
化
元
年
三
月
六
日
夜
、
飴
サ一泊
。

ヤ
ス
シ
ゲ

一泰

重

加

賀
の
刀
工
。
古
万
則
で
は

膝
島
務
震
と
切
る
も
の
が
あ
る
、
天
正
頃
。
叉
新
k

万
期
で
は
器
蕗
と
切
る
も
の
が
ゐ
。
、
二
代
七
郎
議

平
の
門
人
で
、
泊軒桝
色町
七
右
術
門
と
い
ひ
、
文
政
二

年
に
現
し
た。

ヤ
ス
ダ
安
田

磁
涼
刺
日
脱
出
I

文
明
十
七
年
十
-
一

且
十
一
日
に
、
『霊
門
路
雲
仙
軒
領
、
賀
州
安
間
入

町
町
本
役
、
線
御
輿
内
出
料
庇
町
旧日
方
向百之
、
間
ゲ年

不
致
川
(
沙
汰
。
』な
ど
i
A

あ
る
。
こ
の
安
聞
は
、
石
川

部
山
島
郷
に
邸
す
る
上
安
町
若
し
く
は
北
安
川
で
あ

後
緊
町
に
移
っ
て
、
最
も
有
名
の
飽
造
家
で
あ
り
、

銘
酒
住
之
江
を
氏
出
し
た
。
駿
一
括
後
家
並
袋
へ

、
明

治
十
七
年
そ
の
地
を
退
い
た
。

ヤ
ス
カ
ツ
泰
勝
加
賀
の
万
工
。
ご
代
七
柑州議

平
の
子
。
迦
稽
松
戸
際
九
郎
。
目
前
永
三
年
三
月
間

H

授。
ヤ
ス
キ
ダ
ヨ
リ
カ
h
F

安
木
困
頼
方
初

名
作

平
。
夙
に
父
能
門
に
敬
和
ι
受
け
て
宇
を
首
ひ
倣
取
を

修
め
、
次
い
で
明
倫
堂
に
洩
mfを
、
田
中
綿
之
に
凶

取
を
修
め
、
安
政
元
年
持
問
院
法
政
よ
り
飯
遊
山
拠

訟
や
〕
皆
川
間
し
、
同
二
年
よ
り
陸
路
二
年
ま
で
明
倫
立

の
附
与
内
用
を
勤
務
し
、
明
治
の
後
石
川
郡
筑
間
耐

枇
・松
任
若
宮
八
嶋
一
例
祉
・同
金
制
出
抑
枇
響
に
制
服
た

旬
、
持
い
で
諸
鋭
校
に
敬
織
を
執
っ
た
c
明
治
凶
十

四
年
十
月
十
六
日
間
目
、
平
年
七
十
九
。

ヤ
ス
キ
ダ
リ
ュ
ウ
ザ
ン
安
木
田
龍
山

余
裕
の

人
。
宗
丹
知
と
脱
す
る
。
天
保
十
四
年

『
辿
献
の
あ

ら
ま
し
』
を
上
梓
し
、
弘
化
四
年
に
は
辿
歌
山
間
引
一UJr

玉
泉
寺
に
奥
へ
た
。

八
六
O


